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能代 紘平 隊員 地域おこし協力隊

こんな活動もしていますのしろ　こうへい

地域おこし協力隊隊員として、普
段どんな活動をしていますか？

　碓氷峠鉄道文化むらで、接客を
行いながらイベントの企画などを
しています。鉄道の知識と、前職
で自動車内装部品の設計をしてい
た経験をいかし、さまざまな企画
を練っています。
　今は、碓氷峠鉄道文化むら園内
に、鉄道模型を運転できる施設を
新しくリニューアルオープンする
ため、ジオラマを製作しています。

協力隊の活動の中で、何が印象に
残っていますか？

　昨年、アーク溶接などの資格を
取得して、機関車に取り付ける
ヘッドマークを製作したことです。
　自分で鉄板を切って溶接するな
ど大変でしたが、いろいろな人か
ら「新聞やネットのニュースを見

ました」と言われ、とてもうれし
かったです。

これから（任期終了後に）やってみ
たいことは？

　8月で地域おこし協力隊の任期
が終了します。終了後は、自分の
特技である3D－CADを使ってオ
リジナルの鉄道模型を製作し、横
川に鉄道模型のお店を開業したい
と思っています。

安中市の印象は？

　安中市には磯部温泉や秋間梅
林、碓氷峠鉄道遺産群など多くの
観光地があります。
　地域の企業様と関わりを深める
中で、鉄道文化むらだけでなく市
内に点在する観光地をつなげて、
市全体を活性化させるような取組
ができないか、考えるようになり

ました。

市民の皆さんにメッセージをお願
いします

　令和3年9月にに着任して、
あっという間に2年半が経ちまし
た。市民の皆さんから「広報見て
ます」と声をかけてもらう機会も
増え、活動の励みになっています。
　家族で行った思い出の地、横川
でこれからも夢を形にしながら、
地域づくりをしていきたいです。
残りの任期も精一杯活動していき
ますので、よろしくお願いします。

政策・デジタル推進課
地域おこし協力隊担当の片岡主任

高崎市出身。趣味は鉄道模型を自
作することと、鉄道に乗る・撮る
こと。大好きな家系ラーメンは
スープから作ります。

特集　地域おこし協力隊特集　地域おこし協力隊

　昨年は、秋間梅林と鉄道文化むらで、市職員有志や
ボランティアなどが協力隊隊員のアドバイスを受けな
がら、梅の収穫と鉄道模型のジオラマづくりを手伝い
ました。
　これは同年から始まった「市職員の副業」を認める
活動の一環で行われたもので、各メディアにも取り上
げられたことで協力隊の知名度や、参加者の「やる
気」向上にもつながりました。

　活動拠点だけでなく市外・県外への出張、移住セミ
ナーのオンライン開催などにより、積極的に安中市の
観光や移住定住などをPRしています。
　これからも安中市の魅力を伝え、さらなるイメージ
アップを図るため、活動の場を広げていきます。

　地域おこし協力隊は、すべての活動が自分ひとりでは完結でき
ず、多くの調整が必要な難易度の高い仕事です。一方で、地域に
与える影響も大きく、達成感や充実感のある仕事、それが「地域
おこし協力隊」です。
　こう言うと「ハードルが高いかな…」と感じるかもしれません
が、あくまで「1人で」ではなく「みんなで」です。私たちと一
緒に汗を流して全力で走ってくれる人！ぜひ、安中市でお待ちし
ています。

　今回の特集では、3人の地域おこし協力隊の活動
の一部を紹介しました。
　協力隊の活動を通して、新たな夢や目標を見つけ
た一方で毎日、難しい課題と向き合いながら「自分
たちが安中市にできることは何か」探し続けている
3人。

　任期は少なくなってきましたが、今まで以上に活
動の場を広げ最後まで走り抜けてくれることでしょ
う。いろいろな場所で市民の皆さんと会うこともあ
るかもしれません。その時は、ぜひ「がんばって」
と応援してあげてください。

任　期
令和3年9月1日～
　　　　　　令和6年8月31日
主な活動拠点　鉄道文化むら


